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　 日本サムスンの顧問(2010年3月末まで)
をしております石田と申します。今日は韓国
支部の設立セミナーにお招きいただ きまし
て、大変ありがたく思います。
　 本日は日本サムスンにおいて、日本企業と
サムスンの連携や新規事業をメインの仕事と
している関係から、サムスン電子における日
本企業との連携の必要性と実態 という形で報
告させていただきます。
　最初に結論を申し上げますと、日本企業と
の連携は非常にこれから緊密化 してい くこと
は間違いありません。サムスンの場合、日本
の部品 ・素材、半導体製造装置などをほとん
ど日本から調達 しています。日本 ・韓国の間
の貿易逆調(不均衡)の 話が、日韓の間でよ
く出ますが、サムスンの日本依存体質が変わ
らない限り、ある意味、韓国の対日貿易赤字
は変わらないのではないかと思います。
　 サムス ン電子を簡単に説明 します と、
2009年の売上高は136兆ウォン、営業利益が
10兆ウォンであり、示 した表は2009年第3
四半期のサムスン電子と日本の大手電機メー
カー9社 の第3四半期の営業利益額です。表
か ら明らかなように、2009年第3四半期は
サムソン電子の営業利益額が3,265億円で、
日本の営業利益額が9社 合計で1,519億円、
と倍以上の差があります。
　サムスンの大きな特徴は、顧客のニーズ、
つまり価格、品質、納期、デザイン、ブラン
ド、とりわけデザイン、ブランドなど顧客の
目に付 くところにお金を使っていることで
す。たとえば、イングランドのプレミアリー
グはチェルシー、これはサムスンが公式スポ
ンサーです。これに対して日本の企業は、過
剰品質、生産性向上など、顧客に見えないと
ころに非常に力を入れているように思いま
す。
　では近年の企業連携の必然性について説明
いた します。サムスンのやり方 はイノベー
ションを外部に依存するという特徴がありま
す。例えば今日LEDテレビが非常に売れて
いますが、それを2004年に発売 したのはソ
ニーです。サムスンは製品企画 ・販売と国際
標準に非常に力を入れている。現地市場に見
合った製品企画とグローバル市場に付合 した
国際標準です。
　 つまり、サムスンの場合には基礎研究より
も応用の研究に力を入れているということに
なります。それを可能としているのが人材
で、サムスンの場合、企業の連携を可能にす
る豊富な人材を社内で育成するという中長期
戦略とともに、世界各国からヘッドハンティ
ングをして短期的に人材を確保するという戦
略を併用することで、現地市場とグローバル
市場に適応した製品づ くりがiij能となってい
るのです。
　 人材育成では、サムスンの地域専門家制度
が、日本でも非常に有名になっています。企
業のイノベーションというのは、コミュニ
ケーションから始まるというのがサムスンの
認識です。
　 こうした人材をもとに、企業連携を展開し
ているわけです。サムスンの場合、携帯電
話、液晶パネル、半導体、これらが収益源の
3つの柱です。これらはいずれ も非常に価格
競争が激化 しており、次世代製品が必要に
なっています。次世代製品の開発に日本企業
に非常に依存度を強めているというのが実情
です。太陽電池、燃料電池、電気自動車、バ
イオ医療、サムスンはこれらを日本の企業と
の技術提携などに期待している分野です。
　 日本に基本的な部品 ・素材の依存を強めて
いるのが現実です。そのためサムスン独自の
技術で新 しい製品が生まれるということはほ
とんどなく、サムスン自身からは独創的な製
品は生まれにくいといえます。日本サムスン
は日本企業約5,000社とお付 き合いをしてい
ます。つまり、日本から部品 ・素材を調達し
たほうが、自分で開発する期間 ・費用がかか
らず、非常に製品までの開発期問が短縮化 ・
効率化できるということです。
　 それでは連携の実態について説明いたしま
す。特に日本の企業、ベンチャー企業とは技
術提携、資本提携、M&Aを 含めて非常に
積極化しています。サムスンは電気自動車に
注 目しています。現在、サムスンSDIでは
非常に燃料電池の研究に注力しています。こ
れは1997年のIMF危機に伴 う構造調整で、
ルノーサムスンを手放したことが、ある意味
ラッキーだったかも知れません。ガソリン車
の事業を持たずに、直接電気自動車にまい進
できる。サムスンSDIは、電気 自動車のコ
ア部品である燃料電池に力を入れてお り、
2000年の世界シェアではわずか0.4%だった
のが、これが2008年で15%のシェアに高め
ている。しかし、燃料電池だけでは電気 自動
車はできません。モーターからコンバーター
まで、多 くの中核部品を調達するには、 日本
の企業の トップ技術が必要なのです。
　 この図は日本サムスンが日本国内でどのよ
うな情報ネットワークを持っているかという
ものを表しています。日本サムスンは、日本
の政府関係から、例えば文部科学省から産業
技術総合研究所まで、さらには地域の産業振
興財団に至るまで連携をしています。
　すなわち、サムスンが日本に対 しても前提
として考えているのは、第1にオープン・イ
ノベーションであること、第2にコオペレー
ションであること、第3に グローバル ・スタ
ンダー ドであることです。つまりコス トとス
ピー ドと市場を考えているということです。
　今後さらに日韓が企業連携を強めていくに
は、文化の違いにも配慮する必要があ りま
す。やはり日本と韓国は似ているようでも違
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う部分がたくさんあるということです。特に
新規事業を考えるとき、言葉の問題がやはり
ボ トルネックになります。まず日本人がよく
使う返事に 「前向きに検討します」という言
葉があります。「前向きに」と韓国語でいう
と、どうしても 「積極的に」という意味にな
ります。「前向きに検討する」というのは、
日本人の丁寧な断り方ですから、ビジネスで
「前向きに検討 します」と日本企業が韓国側
伝えると、韓国の担当者は3日後ぐらいには
契約ができると勘違いしてしまうでしょう。
　最後にソウルのホテルのロビーに、今日も
日本のおばさんたちがたくさんいたので、一
言だけ付け加えます。日本ではご存 じのよう
に 「冬のソナタ」が非常にはやりました。韓
国人には、なぜ 「冬のソナタ」があれほど日
本で評判になったのか、分からないと思いま
す。ブームになった大 きな要因は、「冬のソ
ナタ」の韓国語のセリフを直訳しなかったか
らよかったのです。もし直訳 していたら、結
構激しい口調での会話、時には口汚い表現 も
飛び出していましたが、日本語に訳すときに
全部 」寧 な日本語に表現を変えたのです。さ
らにチェ ・ジウさんの声の吹き替えも、実際
の彼女の声とは違いかわいらしいものにした
のです。
　口韓の企業連携を深めていくためには、お
互いオープン・イノベーションを進めていく
必要があります。このときビジネスを推進し
ていくためには、コミュニケーションが重要
であり、そのためにはお互いの歴史文化に至
るまで理解して意向という姿勢が求められま
す。日本と韓国は世界全体で見れば、非常に
近い両国ですが、少しの違いを十分認識した
上で、新しいビジネスを生み出していかなけ
ればなりません。
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